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近年、制御性に優れた超伝導量子回路と、長いコヒーレンス時間を持つダイヤモン

ド中の窒素・空孔（NV）中心とを結合させた「量子ハイブリッド系」の構築が注目を

集めている[1-4]。この系で強結合を達成するためには、超放射の原理を用いて結合

の増幅を行う必要があり、NV中心を高濃度で含むダイヤモンドが用いられる[1-4]。

そのため、高濃度の NV中心の集団が持つ性質を理解することは、このようなハイブ

リッド系を量子情報に応用するために重要である。 

1018/cm3程度の濃度の NV中心にゼロ磁場下で磁気共鳴を行うと、二つのディップが

観測され、かつそのディップ間にシャープなピークが現れることが知られている[1]。

しかし、その物理的な起源は不明であった。我々は、1.環境からのランダム磁場、2.

ダイヤモンド結晶の歪み、の二つに起因する不均一広がりをモデルに取り込むことで、

この実験結果の再現に成功 

した。その結果、ダイヤモンド 

結晶の歪みに起因して二つの 

ディップとその間のシャープな  

ピークが現れることを示した。 
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図１．光検出磁気共鳴のシミュレーション結果。シグナル

強度を、印加磁場とマイクロ波周波数に対してプロッ

トした。ゼロ磁場において、2.88GHz 周辺に二つのデ

ィップと、線幅の細いピークが現れている 
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